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近年、GTR、EMD、GBR、PRPなど、いわゆる再生療法への期待は高まるば
かりである. しかし、今回は特別な手段あるいは材料などを利用するのではな

く、すでに存在する生体の組織である歯根膜のもつ機能をいかに最大限に引
き出し,臨床効果をあげるのかをとりあげたい。

歯根膜については、すでに膨大な量の基礎研究は発表されているが、臨床
の中で歯根膜が実際にどのような役割をはたしているのか、さらには治療の
中の様々な局面で具体的に歯根膜をどう活用すればよいのかを包括的に示
した報告は非常に少ない.
歯根膜を最大限に活用する治療が自家歯牙移植であるが、移植以外にもエ

ンド、ペリオなど臨床全般に及ぶ歯根膜の活用例ついてふれたい. 症例の選
択にあたっては、歯科臨床における個々の処置の妥当性 は長期的な予後が
どうかにかかっていることから短期経過症例はとりあげず、原則として15年以
上経過したケースをもとにお話ししたい。
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